
思い出胸に前へ向かって思い出胸に前へ向かって思い出胸に前へ向かって
　本年度限りで閉校となる稲垣西小学　本年度限りで閉校となる稲垣西小学
校で11月15日、閉校式が行われ、出席校で11月15日、閉校式が行われ、出席
した約250人が歴史ある学びやとの別した約250人が歴史ある学びやとの別
れを惜しみました。【関連 4、5ページ】れを惜しみました。【関連 4、5ページ】
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地
方
自
治
の
発
展
や
社
会
福
祉
の

向
上
に
貢
献
し
た
方
の
功
績
を
た
た

え
る
「
平
成
26
年
度
つ
が
る
市
表
彰

式
」
が
10
月
30
日
、
生
涯
学
習
交
流

セ
ン
タ
ー
「
松
の
館
」
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
度
の
受
賞
者
は
褒
賞
1
人
、

功
労
賞
12
人
で
、
長
年
に
わ
た
り
消

防
団
員
や
行
政
連
絡
員
な
ど
と
し
て

地
域
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
で
す
。
式

典
で
は
福
島
市
長
が
受
賞
者
一
人
一

人
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
手
渡
し

「
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
培
っ
た
豊
か
な
経
験
と
英

知
を
も
と
に
、
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
、
な
お
一
層
の
ご

指
導
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
。
受
賞
者
を
代
表
し
て
稲
垣
町
の

尾
野
一
文
さ
ん
が
「
栄
え
あ
る
賞
を

い
た
だ
き
身
に
余
る
光
栄
で
す
。
今

回
の
栄
誉
を
励
み
と
し
、
つ
が
る
市

の
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
実
現
の
一

助
と
な
り
ま
す
よ
う
、
協
力
し
て
ま

い
り
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

須藤　　 　氏
（74歳・木造土滝）

尾野　一文　氏
（63歳・稲垣町繁田）

　平成 6年 4月から平成26年 3

月まで木造町行政連絡員および

つがる市行政連絡員として20年

にわたり在職し、行政連絡業務

に精励し行政運営に貢献した。

　昭和48年 7 月から平成25年 4
月まで稲垣村消防団員およびつ
がる市消防団員として39年の永
きにわたり地域住民の生命財産
の保護に努め、消防行政の推進
に貢献した。

江良　金光　氏
（57歳・稲垣町吉出）

　昭和52年 7 月から平成26年 1
月まで稲垣村消防団員およびつ
がる市消防団員として36年にわ
たり在職し、地域住民の生命財
産の保護に努め、消防行政の推
進に貢献した。

功労賞

褒 賞

　市民または市に縁故の深い人で、福祉、勧業、地方自治、教育、文化などの各分野におい
て市の発展に寄与し、優れた功績のあった人に贈られます。

　市民または市に縁故の深い人で、福祉、勧業、地方自治、教育、文化などの各分野におい
て市の発展に寄与し、功績が特に卓越し、顕著であった人に贈られます。
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地
域
発
展
へ
の
功
績
た
た
え

平
成
26
年
度
つ
が
る
市
表
彰
式



盛　　　 　氏
（82歳・森田町下相野）

蝦名　慶一　氏
（76歳・下車力町）

江良きみゑ　氏
（66歳・牛潟町）

吉田　幸一　氏
（64歳・木造越水）

長内　松雄　氏
（72歳・下車力町）

　平成 7年 8月から平成25年11

月まで森田村民生委員児童委員

およびつがる市民生委員児童委

員として18年にわたり在職し、

地域福祉の向上に貢献した。

　平成 4年12月から平成25年11

月まで車力村民生委員児童委員

およびつがる市民生委員児童委

員として21年にわたり在職し、

地域福祉の向上に貢献した。

　平成元年12月から平成25年11

月まで車力村民生委員児童委員

およびつがる市民生委員児童委

員として24年にわたり在職し、

地域福祉の向上に貢献した。

　平成 5年 9月から平成26年 3
月まで木造地区交通安全協会越
水支部長およびつがる地区交通
安全協会越水支部長として20年
にわたり在職し、地域の交通事
故防止活動、交通安全の推進に
貢献した。

　平成元年10月から平成26年 3
月まで木造地区交通指導隊車力
村交通指導隊員およびつがる地
区交通指導隊車力交通指導隊員
として24年にわたり在職し、交
通安全思想の普及高揚に努め交
通事故の抑止に貢献した。

工藤　ヌイ　氏
（66歳・稲垣町吉出）

石川　一美　氏
（62歳・木造菊川）

澁谷　昌一　氏
（72歳・木造善積）

佐々木一郎　氏
（79歳・牛潟町）

對馬　謙一　氏
（61歳・木造赤根）

　平成 8年11月から平成25年11

月まで稲垣村民生委員児童委員

およびつがる市民生委員児童委

員として17年にわたり在職し、

地域福祉の向上に貢献した。

　平成 6年 1月から平成25年11

月まで木造町民生委員児童委員

およびつがる市民生委員児童委

員として19年にわたり在職し、

地域福祉の向上に貢献した。

　平成 4年12月から平成25年11

月まで木造町民生委員児童委員

およびつがる市民生委員児童委

員として21年にわたり在職し、

地域福祉の向上に貢献した。

　昭和61年12月から平成25年11

月まで車力村民生委員児童委員

およびつがる市民生委員児童委

員として27年にわたり在職し、

地域福祉の向上に貢献した。

　平成 2年 4月から平成25年 3
月まで木造地区交通指導隊木造
町交通指導隊員およびつがる地
区交通指導隊木造交通指導隊員
として23年にわたり在職し、交
通安全思想の普及高揚に努め交
通事故の抑止に貢献した。

功 労 賞 【前ページ続き】
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来
年
4
月
に
稲
垣
小
学
校
と
統
合

す
る
た
め
、
本
年
度
限
り
で
閉
校
と

な
る
稲
垣
西
小
学
校
（
佐
々
木
真
校

長
）
で
11
月
15
日
、
閉
校
式
が
行
わ

れ
、
在
校
生
を
は
じ
め
、
保
護
者
や

地
域
住
民
、
卒
業
生
ら
約
2
5
0
人

が
出
席
し
、
51
年
の
歴
史
あ
る
学
校

と
の
別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。

　

同
校
は
昭
和
39
年
に
旧
稲
垣
村
の

沼
崎
小
学
校
と
千
年
小
学
校
が
統
合

し
て
創
立
。
昨
年
度
末
ま
で
に
1
7

6
1
人
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
て
い

ま
す
。

　

式
典
で
福
島
市
長
は
「
本
校
の
歴

史
は
、
つ
が
る
市
の
歴
史
に
深
く
刻

み
込
ま
れ
、
稲
垣
小
学
校
に
受
け
継

が
れ
ま
す
。
稲
垣
西
小
学
校
の
出
身

で
あ
る
こ
と
を
誇
り
と
し
、
よ
り
一

層
勉
学
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
歴
代
の
校
長
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
、
学
校
医
な
ど
の
特
別
功
労
者
ら

44
人
に
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

　

57
人
の
全
校
児
童
は
、
呼
び
掛
け

形
式
で
運
動
会
や
学
習
発
表
会
な
ど

の
思
い
出
を
振
り
返
り
、
地
域
へ
の

思
い
を
込
め
、「
ふ
る
さ
と
」
を
合
唱
。

最
後
に
参
加
者
全
員
で
校
歌
を
斉
唱

し
、
地
域
に
根
差
し
た
長
年
の
伝
統

を
深
く
胸
に
刻
み
ま
し
た
。

62
༃
Ɉ
๙
ຕ
࣑
Ʌ
჎
ᅰ
ɒ
మ
ɚ

稲垣西小学校沿革史

Ｓ39．1 ．24 稲垣村議会で沼崎小学校と千年小学校の統合を議決

Ｓ39．4 ．1 2 校舎に分かれたまま統合小として授
業開始

Ｓ40．1 ．28 校章制定
Ｓ41．9 ．12 統合新校舎にて授業開始
Ｓ42．6 ．17 全工事（プール含む）竣工落成式
Ｓ45．3 ．16 西小交通安全母の会結成大会
Ｓ46．6 ．23 校旗樹立式
Ｓ53．7 ．21 校舎改築工事終了
Ｓ57．7 ．20 相撲土俵完成
Ｓ58．9 ．24 創立20周年記念式典
Ｈ元．5．31 村制100周年記念式典連合運動会
Ｈ 3．7．2 新プール落成
Ｈ 4．10．17 新校舎落成記念式典
Ｈ 9．5．20 緑の少年団結団式と記念植樹

Ｈ17．2 ．11 町村合併により「つがる市立稲垣西小学校」となる
Ｈ26．4 ．23 読書活動推進で文部科学大臣表彰受賞
Ｈ26．11．15 閉校式
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稲垣西小
閉校式

思い出を振り返り、校歌を斉唱する児童思い出を振り返り、校歌を斉唱する児童



参加者コメント

岡
本　

幸
治 

さ
ん
（゙
音
の
会
代
表
・
特
別
功
労
者
）

　

子
ど
も
た
ち
に
生
の
楽
器
の
音
を
楽

し
ん
で
も
ら
お
う
と
平
成
9
年
か
ら
コ

ン
サ
ー
ト
を
実
施
。
児
童
の
反
応
や
感

想
文
が
楽
し
み
で
、
ず
っ
と
継
続
し
て

き
ま
し
た
。
参
観
日
に
合
わ
せ
て
開
催

し
た
時
も
あ
り
、
思
い
入
れ
は
と
て
も

大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

工
藤　

誉
生
君
（
稲
垣
西
小
4
年
）

　

西
小
が
無
く
な
る
の
は
寂
し
い
け
ど
、

新
し
い
稲
垣
小
学
校
へ
行
っ
て
も
勉
強

を
頑
張
り
ま
す
。

小
山
内
忠
文 

さ
ん
（
現
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

　

こ
こ
は
、
自
分
や
子
ど
も
た
ち
、
近

所
の
親
戚
み
ん
な
が
学
ん
だ
、
と
て
も

な
じ
み
深
い
学
校
。
20
周
年
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
を
行
っ
て
い
た

中
、
日
本
海
中
部
地
震
が
起
こ
っ
た
4

年
生
の
時
が
一
番
記
憶
に
残
っ
て
い
ま

す
。

山
本　

千
尋 

さ
ん
（
稲
垣
中
3
年
）

　

校
舎
を
見
渡
せ
ば
、
い
ろ
ん
な
記
憶

が
よ
み
が
え
り
ま
す
。
思
い
出
が
詰

ま
っ
た
こ
の
学
校
が
無
く
な
る
の
は
寂

し
い
。

　

豊
か
な
自
然
と
歴
史
の
中
を
歩
み
続
け
て

き
た
稲
垣
西
小
学
校
は
51
年
の
歴
史
を
閉
じ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
や
本
校
を

知
る
者
に
と
っ
て
は
切
な
く
、
寂
し
い
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

昭
和
39
年
の
開
校
以
来
、
本
校
の
歴
史
と

伝
統
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域

の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
惜
し
み
な
い
ご
支
援

に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
歴
代
校
長
先
生
を
は
じ
め
と

す
る
教
職
員
の
教
育
活
動
や
子
ど
も
た
ち
の

素
晴
ら
し
い
活
動
も
あ
り
ま
し
た
。
閉
校
に

あ
た
る
今
年
度
に
読
書
推
進
活
動
で
文
部
科

学
大
臣
表
彰
を
受
け
た
こ
と
は
こ
の
上
な
い

喜
び
で
す
。

　

今
年
度
は
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
、
思

い
出
に
残
る
一
年
に
し
よ
う
と
児
童
の
皆
さ

ん
が
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
運
動
会
や
学

習
発
表
会
な
ど
全
校
が
一
丸
と
な
っ
て
感
動

的
な
時
を
演
出
し
、
大
変
素
晴
ら
し
か
っ
た

で
す
。
児
童
の
皆
さ
ん
は
、
校
歌
に
あ
る
と

お
り
西
小
学
生
と
し
て
「
明
る
く
伸
び
る
」

「
楽
し
く
は
げ
む
」「
仲
よ
く
進
む
」
の
言
葉

を
忘
れ
ず
に
自
分
の
夢
に
向
か
っ
て
前
向
き

に
進
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ま
も
子
ど
も
た
ち

が
こ
れ
ま
で
同
様
、
明
る
く
楽
し
い
学
校
生

活
を
送
り
、
健
や
か
に
成
長
出
来
る
よ
う
励

ま
し
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

佐々木　真
校　長
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51年の歴史に幕を閉じる稲垣西小学校51年の歴史に幕を閉じる稲垣西小学校

約半世紀にわたり歌い継がれてきた校歌

歴
代
の
校
長
ら
に
感
謝
状
贈
呈



　

市
文
化
団
体
協
議
会
（
藤
田
明
夫
会
長
）
主
催
に
よ
る
「
第
10
回
つ
が
る
市
総
合
文
化
祭
」
が
11
月

2
、
3
日
の
2
日
間
、
生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
「
松
の
館
」
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

舞
台
公
演
部
門
で
は
、
市
内
の
文
化
団
体
が
手
踊
り
、
コ
ー
ラ
ス
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
な

ど
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
を
披
露
。
作
品
展
示
部
門
で
は
、
生
け
花
、
手
工
芸
、
写
真
な
ど
が
展
示
さ
れ
、

訪
れ
た
市
民
ら
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

つ
が
る
市
総
合
文
化
祭
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つがる逍遙会

車力京和会

レディースつがる

稲垣カラオケ教室 こよりで作られた縄文遮光器深鉢稲垣レクダンスサークル

オープニングの日舞を披露するつがる秀宝会



作
品
展
示
部
門

松
の
館
ロ
ビ
ー
・
視
聴
覚
室

木
造
体
育
セ
ン
タ
ー
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柏健康レクダンス 大正琴名和会

大正琴琴友会 童謡「蕾の会」

コーラス「華」 山百合会

木造カラオケ教室 つがる宝生会 藤　瑩　会

歌謡教室こころうた



　

映
像
は
今
や
ど
こ
か
ら
で
も
発
信
で
き

る
時
代
。
津
軽
か
ら
で
も
発
信
で
き
ま
す

が
、
都
会
に
出
て
み
る
こ
と
で
価
値
観
が

変
わ
り
ま
す
。
増
加
し
て
い
る
自
己
発
信

の
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
で
も
世
間
が
広
く
な

り
ま
す
。
帰
り
た
い
と
思
え
る
ふ
る
さ
と

が
あ
る
の
は
幸
せ
な
こ
と
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

に
い
ろ
い
ろ
な
所
に
目
を
向
け
る
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。

　

七
戸
町
民
1
0
0
人
会
議
で
地
元
の
活

性
化
を
話
し
合
い
、
ド
ラ
キ
ュ
ラ
を
活
用

し
た
ま
ち
お
こ
し
を
始
め
ま
し
た
。
自
分

た
ち
で
も
楽
し
み
な
が
ら
、
Ｐ
Ｒ
を
続
け

て
い
ま
す
。

　

若
い
人
た
ち
は
自
分
の
地
域
の
自
慢
で

き
る
所
を
一
つ
で
も
見
つ
け
て
ほ
し
い
。

そ
れ
を
地
元
以
外
の
場
所
で
知
り
合
い
に

伝
え
る
こ
と
が
最
高
の
情
報
発
信
に
な
り

ま
す
。

　

つ
が
る
市
は
、
農
業
の
ま
ち
な
の
で
、

合
併
以
来
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り

組
み
、
農
家
の
所
得
向
上
を
目
指
し
て
き

ま
し
た
。
平
成
18
年
に
は
、
主
要
農
産
物

8
品
目
を
組
み
合
わ
せ
た
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
「
つ
が
ー
る
ち
ゃ
ん
」
が
誕
生
。

市
長
と
と
も
に
全
国
各
地
の
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
に
参
加
し
、
農
産
物
を
積
極
的
に
Ｐ

Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
自
慢
わ
が
ま
ち
Ｃ
Ｍ
大
賞
受

賞
、
つ
が
る
市
を
ロ
ケ
地
と
し
た
シ
ョ
ー

ト
ム
ー
ビ
ー
「
け
の
汁
」
や
日
中
友
好
映

画
「
明
日
に
架
け
る
愛
」
と
、
映
像
に
よ

る
地
域
振
興
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
地
域

ぐ
る
み
で
作
っ
た
映
像
が
い
ろ
い
ろ
な
所

で
波
及
す
る
の
は
う
れ
し
い
し
、
波
及
の

連
鎖
が
期
待
で
き
る
の
が
映
像
の
特
色
だ

と
思
い
ま
す
。

　

地
元
で
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
も
、
都

会
の
人
に
と
っ
て
は
新
鮮
で
魅
力
的
に
感

じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
大
学
時
代
に
青

森
を
離
れ
て
初
め
て
、
魅
力
に
あ
ふ
れ
る

地
元
に
気
付
き
ま
し
た
。
魅
力
的
な
ま
ち

は
そ
こ
に
住
む
人
が
元
気
。
住
民
一
人
一

人
が
仕
掛
け
人
と
な
っ
て
、
魅
力
を
発
信

す
れ
ば
、
積
も
り
積
も
っ
て
大
き
な
力
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

田
中　

清
一
氏

（
ド
ラ
キ
ュ
ラ 

ｄ
ｅ 

ま
ち

お
こ
し
実
行
委
員
会
代
表
）

七
戸
町
出
身

千
村　

利
光
氏

（
映
画
監
督
）

神
奈
川
県
出
身

山
口　

修
一
氏

（
つ
が
る
市
総
務
部
長
）

つ
が
る
市
出
身

川
嶋　

大
史
氏

（
つ
が
る
市
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
会
長
）

つ
が
る
市
出
身

上
野
由
加
里
氏

（
青
森
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

八
戸
市
出
身

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
地
域
の
魅
力
を
ま
る
ご
と
情
報
発
信
で
地
域
を
元
気
に
！
」

　

東
京
に
出
て
み
て
気
付
い
た
こ
と

は
「
ふ
る
さ
と
に
は
物
は
な
い
が
、

人
情
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
。
ふ
る

さ
と
を
誇
り
に
思
い
、
い
つ
も
心
の

中
に
ふ
る
さ
と
が
あ
り
ま
す
。
恥
ず

か
し
く
て
、
話
す
の
が
怖
か
っ
た
津

軽
訛
り
の
言
葉
も
今
で
は
自
分
の
持

ち
味
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
15
歳
で
歌
手
を
目
指
し
て
上

京
し
、
本
物
の
人
、
物
、
音
楽
と
出

会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
電
話
連

絡
も
満
足
に
出
来
な
か
っ
た
昔
に
比

べ
、
今
は
飛
行
機
や
新
幹
線
な
ど
交

通
機
関
も
発
達
し
、
携
帯
電
話
も
あ

り
ま
す
。
若
い
人
は
、
広
い
視
野
で

物
事
を
と
ら
え
る
た
め
に
も
、
一
度

都
会
へ
出
て
み
る
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。
自
分
の
人
生
は
自
分
で
決
め
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
挫
折
も
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
分
、
人

は
強
く
な
れ
ま
す
。

　

住
ん
で
い
る
身
の
回
り
に
魅
力
は

あ
る
は
ず
で
す
。
都
会
な
ど
か
ら
若

い
人
が
た
く
さ
ん
つ
が
る
市
に
来
て
、

「
第
二
の
ふ
る
さ
と
」
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
、
環
境
や
ま
ち
づ
く
り
、
人

づ
く
り
を
皆
さ
ん
が
力
を
合
わ
せ
な

が
ら
進
め
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
地
域
の
魅
力
ま
る
ご
と
情
報
発
信
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
11
月
16
日
、

柏
ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、市
民
ら
約
6
0
0
人
が「
地

域
か
ら
の
情
報
発
信
」
の
在
り
方
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
が
来
年
2
月
に
迎
え
る
合
併
10
周
年
の
記
念
事
業
と
し

て
、
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
と
共
催
。
特
別
講
演
と
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
ふ
る
さ
と
の

魅
力
発
信
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
の
魅
力
発
信
考
え
る

地
域
の
魅
力
ま
る
ご
と
情
報
発
信
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

特
別
講
演　

吉　
　

幾　

三
氏

「
東
京
か
ら
見
た
津
軽
、
住
ん
で
見
て
い
た
津
軽
」

広報つがる 2014.12月号 8

農産物をＰＲしたつがーるちゃん農産物をＰＲしたつがーるちゃん

情報発信について議論されたパネルディスカッション情報発信について議論されたパネルディスカッション

※このシンポジウムは全国モーターボート競走施行者協議会からの拠出金を受けて実施しています。



　五所川原北ＩＣ（五所川原市太刀打）とつがる柏Ｉ
Ｃ（つがる市柏稲盛）を結ぶ津軽自動車道「五所川原
西バイパス」が11月 3 日開通し、五所川原市で記念式
典が開催されました。
　三村申吾県知事らのあいさつに続いて、福島市長は
「地域の活性化や生活の利便性向上に計り知れない効
果が期待できる」と開通の喜びを述べ、国、県、地元
の関係者とのテープカットで完成を祝いました。地元
の児童を代表して、テープカットに参加した工藤妃香
さん（柏小 5年）は「新しい道路を通ってお買い物に
行きたい」と話していました。式典後、「通り初め」
が実施され、パトカーを先導にバスやトラックなどに
乗った参加者が、次々と3．8㌔の道のりをパレードし
ました。

　10月25日、柏小学校（猪股義仁校長）で創立30周年
記念式典が行われ、全校児童と関係者らが節目を祝い、
決意を新たにしました。
　昭和59年に旧柏村内の柏第一、第二、第三の 3小学
校を統合して誕生した同校は、今年 3月までに1763人
の児童が卒業しており、現在の児童数は290人。式典
で猪股校長は「柏小学校の児童や教職員としての自覚
と誇りを持ち、新たな伝統を築くため力の限りを尽く
しましょう」と式辞を述べました。また、佐々木浩巳
ＰＴＡ会長や葛西 輔教育長のあいさつに続き、歴代
校長や歴代ＰＴＡ会長ら18人に表彰状を贈り、同校発
展への功績をたたえ、最後に児童全員で校歌を斉唱し
ました。

　車力中学校（佐々木孝次校長）で10月18日、統合50周
年記念式典が行われ、在校生114人と保護者らが節目
を祝い、未来へ向け伝統を守ることを誓いました。
　同校は、昭和39年に車力中、富萢中、牛潟中の 3中学
校が統合して発足。50年間で5782人が卒業しています。
　式典では、生徒を代表して 3年生の工藤閑生徒会長
が「先輩たちが築いた歴史と伝統を受け継ぎ、さらに
発展させたい」と記念スローガンに掲げた「継往開来」
の誓いを述べました。
　また、同校では、教職員や生徒が一体となってさま
ざまな記念行事を実施。この日は車力地区の風景や住
民を収めた生徒製作の記念映像や全校生徒による手話
を使った合唱が披露されました。
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五所川原西バイパス開通 津軽自動車道

自覚と誇り持ち新たな一歩 柏小創立30周年記念式典

伝統受け継ぎ発展誓う 車力中統合50周年記念式典

「通り初め」が行われた五所川原西バイパス

元気に校歌を斉唱する児童たち

全校生徒が手話を使った合唱を披露



　三浦兼造さん（木造林）が11月10日、満100歳を迎えられ、
11日、市から顕彰状と記念品が贈られました。
　大正 3年生まれの三浦さんは、31年にわたり郵便配達員と
して地域に貢献。子 1人、孫 2人、ひ孫 4人に恵まれ、現在
は自宅で家族とともに暮らしています。同居する長男の妻の
ユキコさんは、「日曜大工が趣味で、好き嫌いなく何でもよく
食べる。怒ることはめったになく、いつも笑って過ごしてい
る」と話していました。
　福島市長から顕彰状を受け取った三浦さんは、「たばこもお
酒も飲まないのが健康のコツ。林地区で初めての100歳到達
でうれしい」と長寿を喜んでいました。

　10月 4 日、5 日に黒石市で開催された県中学校新人柔道大
会で車力中学校が男子団体で優勝し、10月30日、福島市長へ
報告に訪れました。
　大会では予選リーグ 1位で決勝トーナメントへ進出。決勝
戦では田名部中（むつ市）を 3－ 2で下し、初めての優勝に
輝きました。市長は「学校統合50周年の節目を初優勝で飾り、
誇りに思います」と激励。個人の部90㌔超級でも優勝した部
長の小寺奏君（ 2年）は「団体、個人とも初めて優勝できて
うれしい。いい結果を残せたのは仲間や先生方、家族の力が
あったから。次の大会も優勝に向けて、気を引き締めて練習
します」と話していました。

　長寿大学の閉講式が11月 6 日、松の館で行われ、155人の“学
生”が修了しました。今年度は、健康運動指導士によるトレー
ニング、フラダンス体験、ボケ防止の講話など、健康をテー
マにした 7回の講座が開催されました。
　閉講式では、学長の葛西教育長が各地区の代表者に修了証
書を手渡し、「学んだことで皆さんの暮らしが少しでも良い方
向になればうれしく思います」とあいさつ。小山内兼一運営
委員長が「長寿大学はいろいろ学びながら、生活を楽しく過
ごせる場所。来年は、ますます学生の数を増やしたい」と学
生代表の言葉を述べました。最後に修了生全員で「蛍の光」
を唱和し、来年度の開講式での再会を誓い合いました。

　青森人権啓発活動ネットワーク協議会事業の一環として
「人権講演会」が10月25日、松の館で開催され、約250人の市
民らがさまざまな人権問題について理解を深め、相手を思い
やる大切さを学びました。
　講演会では、市内中学生の人権作文発表などに続いて、つ
がる市出身でラジオなどで活躍する青山良平さんが「ことば
は心を伝えるか」のテーマで講演。津軽弁を交えたユーモア
たっぷりの体験談やじゃんけん大会で会場は大いに盛り上が
りました。青山さんは「集団生活において『人権』は不可欠
なもの。結果ではなく過程を褒めるなど、相手のことをよく
考えながら、助け合って生きるべき」と話していました。

三浦兼造さん100歳長寿祝う三浦兼造さん100歳長寿祝う

県中学新人柔道大会で団体優勝県中学新人柔道大会で団体優勝 車力中柔道部 車力中柔道部

相手を思いやる大切さ学ぶ相手を思いやる大切さ学ぶ　人権講演会　人権講演会

学ぶ楽しさいつまでも学ぶ楽しさいつまでも　長寿大学閉講式　長寿大学閉講式
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家族に見守られながら顕彰状を受け取る三浦さん

好成績を報告した車力中学校柔道部の選手たち

蛍の光を唱和する修了生

講師を務める青山さん



　つがるにしきた農協（三上純一組合長）が主催する「りん
ご一枝オーナー収穫体験ツアー」が11月14日から 2泊 3日の
日程で行われ、東京都、千葉県、埼玉県から抽選で選ばれた
21人が柏地区のりんご畑で収穫に挑戦しました。
　雪交じりのあいにくな天候だった15日、一行が園地に到着
すると、園主の荒谷隆志さんが「厳しい自然の中だからこそ、
おいしいりんごが仕上がります。いいところを選んで収穫し
てください」と歓迎のあいさつ。参加者は食べ頃に熟した「サ
ンふじ」をよりすぐり、収穫を満喫しました。東京都港区か
ら参加した森居廣孝さんは「たわわに実ったりんごを見るの
は初めて。とても素晴らしい」と話していました。

　地域における読書活動を推進しようと11月 1 日、松の館で
「つがる市読書まつり」が開催され、親子連れら多くの市民
が読書の楽しさに触れました。
　会場では、柏読書愛好会、読み聞かせサークル「はっぴー
すまいる」、おはなしサークル「おひさま」がエプロンやパ
ネルなどを使った物語の読み聞かせを披露。続いて、盛岡市
で「歌のおじさん」として親しまれている佐々木章さんがギ
ターの演奏に合わせた読み聞かせを披露し、子どもたちは目
を輝かせながら歌と物語を聞き入っていました。
　また市内図書室の廃棄本をリサイクルしたコーナーでは、
来場者がお気に入りの本を探し求めていました。

　ＮＰＯ法人つがる野文庫の会（平川智枝子理事長）が主催
する「語り部の集い」が10月19日、木造ふれ愛センターで行
われ、市民ら約80人が参加しました。
　この日は、津軽、南部、岩手県遠野市の語り部 5人が集ま
り、それぞれの方言を使った昔話が披露されました。参加し
た市内の70代女性は「昔話を通した人生の教訓が心に染みま
した。この教えを胸に長生きしたい」と話していました。
　続いて行われた討論会では、語り部の皆さんが「地方の大
切な言葉を絶やさないために、あえて方言で語っている」、「時
代背景などの説明を加えないことで、子どもたちの創造力を
豊かにさせる」と活動に込めた思いを紹介しました。

　勤労感謝の日を前に11月12日、木造西幼稚園（吉田節子園
長）の園児らが市役所を訪れ「毎日のお仕事ご苦労さまです。
これからも頑張ってくださいね」と職員らに感謝の気持ちを
伝えました。
　この日は、年長組の園児 7人が、朝の餅つき会でついたお
餅とシクラメンの鉢植え、手作りのカレンダーを職員へプレ
ゼントした後、鍵盤ハーモニカの合奏を披露しました。園児
からの“激励”を受けた佐藤副市長は「つきたてのお餅をあ
りがとうございます。皆さんから元気をたくさんもらったの
で仕事を頑張ります」と応え、お礼のお菓子を手渡し、園児
全員と握手を交わしました。

りんご一枝オーナーが収穫体験りんご一枝オーナーが収穫体験

読書の楽しさに触れる読書の楽しさに触れる

毎日のお仕事ご苦労さま毎日のお仕事ご苦労さま

県内外の語り部が競演県内外の語り部が競演
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りんごの収穫を楽しむ参加者

パネルを使った物語の読み聞かせを楽しむ子どもたち

討論会で語り部活動を紹介

市役所を訪れお餅などをプレゼントする園児



　市職員の給与は、国家公務員の給与水準を基本に民間企業などと比較して、職務の内容を考慮した上で、議　市職員の給与は、国家公務員の給与水準を基本に民間企業などと比較して、職務の内容を考慮した上で、議
会の審議を経て市の条例で定められているものです。また、定員管理については、 5年ごとに事務量を勘案し会の審議を経て市の条例で定められているものです。また、定員管理については、 5年ごとに事務量を勘案し
て定員適正化計画を策定し、人員の適正化を図ります。て定員適正化計画を策定し、人員の適正化を図ります。

⑺　特別職の報酬等の状況（平成26年 4 月 1 日現在）

区　分 給料・報酬月額 期末手当
（25年度支給割合）

市　長 820，000 円 2．85 月分

副市長 650，000 円 2．85 月分

議　長 380，000 円 2．85 月分

副議長 350，000 円 2．85 月分

議　員 320，000 円 2．85 月分

（退職手当）

区　分 算定方式 支給時期

市　長 給料月額×在職月数×45．5/100 任期毎

副市長 給料月額×在職月数×26．5/100 任期毎

⑻　部門別職員数の状況と主な増減理由
（各年 4月 1日現在）

　　　　区分

行政部門　　

職員数 対前年
増減数 主な増減理由

25年 26年

一　

般

議　会 5 5 ―

総　務 88 82 △ 6 業務縮小等

税　務 35 34 △ 1 税業務縮小

民　生 65 58 △ 7 施設指定管理等

衛　生 23 24 1 保健予防業務増

労　働 2 2 ―

農林水産 39 38 △ 1 退職不補充

商　工 5 5 ―

土　木 23 21 △ 2 業務縮小等

小　計 285 269 △16

特　

別

教　育 66 66 ―

消　防 121 118 △ 3 退職不補充

小　計 187 184 △ 3

公
営
企
業
等

病　院 0 0 ― ※病院事業移管

下水道 8 8 ―

その他 30 25 △ 5 包括支援業務委譲

小　計 38 33 △ 5

合　　計
510 486 △24

[582］ [582］ [－］

※職員数は一般職に属する職員数です。
※［　］内は、条例定数の合計です。

⑼ 定員適正化計画の数値目標および進捗状況
　①　定員適正化目標 （人）

計　画　期　間 数値目標
（平成27年4月1日）始　期 終　期

平成22年 4 月 1 日 平成27年 4 月 1 日

一般行政 271

特別

行政

教育 58

消防 121

計 179

公営企業等 33

合　計 483

　②　定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の概要
（各年 4月 1日現在）

　　　　　区　分

部　門　　　　　

22年

計画始動
26年 4 年目

（参考）

数値目標

一般行政
職員数 346 269 271

増　減 　 △ 77（102．7%） △ 75

教　　育
職員数 72 66 58

増　減 　 △ 　6（ 42．9%） △ 14

消　　防
職員数 121 118 121

増　減 　 △ 　3（　－ %） 0

公営企業

等 会 計

職員数 119 33 33

増　減 　 △ 86（100．0%） △ 86

計
職員数 658 486 483

増　減 △ 172（ 98．3%） △ 175

※計画期間は、22～27年の 5 年間です。（%）内の数値は、数値
目標に対する進捗率を示しています。

※病院事業移管により数値目標を見直ししています。

　

市では、職員の給与と定員管理の適正化について、
広く市民の理解を得るため、次のとおり公表します。
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⑴　人件費の状況（普通会計決算）

区　　分 住民基本台帳人口
（25年度） 歳出額Ａ 実質収支 人件費Ｂ 人件費率

Ｂ／Ａ
（参考）24年度
の人件費率

25年度 35，217人 23，898，173千円 474，697千円 4，179，606千円 17．5% 19．3%

※人件費には、職員の他に特別職（議員、市長、副市長、教育長等）に支給される給料・報酬を含みます。

⑵　職員給与費の状況（普通会計決算）

区分 職員
数Ａ

給与費 1人当り
の給与費
Ｂ/Ａ給料 職員手当 期末・勤勉手当 計Ｂ

25
年度 471人 1，877，677　　 千円

226，466
　 千円

675，933
　 千円

2，780，076
　　 千円

5，902
 千円

※職員手当には退職手当を含みません。
　平成25年度は給料、管理職手当の減額を実施しています。

⑶　 職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与
月額の状況（平成26年4月1日現在）

①一般行政職

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

つがる市 48．3歳 351，640円 377，066円

②技能労務職

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

つがる市 53．4歳 344，553円 362，775円

③消防職

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

つがる市 40．0歳 293，325円 364，224円

⑷　職員の初任給の状況（平成26年4月1日現在）

区　　　分 つがる市 国

一般行政職
大卒 172，200円 172，200円

高卒 140，100円 140，100円

技能労務職
高卒 137，200円 ―

中卒 125，400円 ―

消　防　職
大卒 164，700円 ―

高卒 143，600円 ―

⑸　一般行政職の級別職員数の状況（平成26年4月1日現在）

区　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級

標準的な
職務内容

主　
　

事

主　
　

査

係　
　

長

主　
　

幹

課
長
補
佐

総
括
主
幹

課　
　

長

副 

参 

事 

次　
　

長

参　
　

事

部　
　

長

理　
　

事

職員数（人） 19 12 60 76 125 11 9

構成比（%） 6．1 3．8 19．2 24．4 40．1 3．5 2．9

※つがる市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務
です。

⑹　職員の手当の状況
　①　期末手当・勤勉手当

25年度支給割合
期末手当 勤勉手当
2．50月分 1．35月分

（1．35）月分 （0．65）月分
（加算措置の状況）
　職制上の段階、職務の級等による加算措置
　•役職加算（5～15％）

※（）内は、再任用職員に係る支給割合です。

　②　退職手当（平成26年4月1日現在）

支給率 自己都合 応募認定・定年
勤続20年 21．62月分 27．025月分
勤続25年 30．82月分 36．57月分
勤続35年 43．70月分 52．44月分
最高限度額 52．44月分 52．44月分

1人当たり平均支給額 －千円 23，068千円

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置
（ 2～20％加算）

退職時特別昇給 なし

※退職手当の1人当たり平均支給額は、前年度に退職した職員
に支給された平均額です。

　③　その他の手当（平成26年4月1日現在）
手 当 名 内容および支給単価

扶 養 手 当

•配偶者13，000円
•配偶者有（扶養手当無）の 1人目6，500円
•配偶者無の 1人目11，000円
• 2人目以降6，500円
※満16歳～22歳までの子 1人につき5，000円加算

住 居 手 当 •借家、借間　限度額27，000円

通 勤 手 当 •バス等交通機関利用者限度額55，000円
•片道 2ｋｍ以上自動車等利用者2，000円～35，000円

管理職手当 •管理または監督の地位にある職員
　部長：25，000円～　所長：10，000円

管 理 職 員
特別勤務手当

•管理または監督の地位にある職員が週休日、
休日等に勤務したとき4，000円～6，000円

時間外勤務手当

•正規の勤務時間外に勤務する職員
　平日単価×125/100（ 1 時間当たり）
　平日外単価×135/100（ 1 時間当たり）
（午後10時から翌日午前5時まで25/100加算）

休日勤務手当 •休日等に勤務する職員
　単価×135/100（1時間当たり）

夜間勤務手当
•正規の勤務時間として午後10時から翌日午
前 5時まで勤務する職員　単価×25/100
（ 1 時間当たり）

宿日直手当 •宿日直業務をした職員
　4，200円～5，900円
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かわしま接骨院
診　療　時　間

各種健康保険・交通事故・労災・生保 取扱い
休診／日曜・祝日　　※急患はお電話下さい

月曜日～金曜日 8:30～12:00 2:00～7:00
土 曜 日 8:30～12:00 1:30～5:00

つがる市木造末広41‒11　☎ 49 ‒1343

〈厚生労働大臣免許〉柔道整復師　川嶋 　浩靖
〈厚生労働大臣免許〉柔道整復師　川嶋 絵美子

広　　　　告

光代行も
よろしく 0173-34-9871
FAX専用 0173-23-4012

みどりにパワーを 1t＝1,000円より
販売しています

有限会社光 堆肥センター
（旧つがる市農業開発公社）

平成27年 新年祝賀会

日　　時　 1月 5日 ㈪　10時30分　
会　　場　生涯学習交流センター「松の館」交流ホール
会　　費　2，000円
申込期限　12月19日 ㈮
申込方法： 会費を添えて市役所総務課、各出張所、つがる

市商工会のいずれかへお申し込みください。
※満席になり次第、締め切りますので、ご了承ください。

【申し込み・問い合わせ先】
総務課　電話42－2111（内線349）

つがる市
消防団出初式

日　時　 1月 4日㈰　 9時40分
場　所　生涯学習交流センター「松の館」
　　　　交流ホール
※当日は、市役所周辺道路が交通規制になりま
すので、ご理解とご協力をお願いします。

【問い合わせ先】
つがる市消防本部　警防課　電話42－7255

つがる市役所・稲垣出張所・車力出張所
12月27日㈯から 1月 4日
㈰まで休業します。

【問い合わせ先】
　市役所
　電話42－2111

ごみの収集業務・直接搬入業務
■収集業務の休業日
　つがる市全地区　12月31日㈬から 1月 3日㈯までごみの収集業
務を休業します。
■直接搬入業務の休業日
　●不燃ごみ等： 木造・稲垣、森田、車力一般廃棄物最終処分場は、

12月29日㈪から 1月 3日㈯まで休業。
　●可 燃 ご み： 西部クリーンセンター（稲垣町）は12月31日㈬か

ら 1月 3日㈯まで休業。

【問い合わせ先】環境衛生課　電話42-2111（内線281）

つがる出張所
12月29日㈪から 1月 3日㈯まで休業
します。

【問い合わせ先】
　つがる出張所　電話27－5021

つがる市民診療所
12月27日㈯から 1月 4日㈰まで休診
します。

【問い合わせ先】
　市民診療所　電話42－3111

つがる市斎場・車力斎場
1月1日㈭から 1月 2日㈮まで休業し
ます。

【問い合わせ先】環境衛生課
　電話42－2111（内線281）

年末年始の休業等について年末年始の休業等について
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【期日前投票】
　　投票日当日、外出する予定のある方等は、期日前投票を済ませ、
　棄権しないようにしましょう。
　期間　平成27年 1 月12日㈪～ 1月17日㈯
　時間　午前 8時30分～午後 8時
　場所　選挙区によって期日前投票のできる場所が異なります。
　　　　各選挙区の投票場所は、右のとおりです。
【不在者投票】※投票用紙の請求は、告示前でもできます。
　すでに出稼ぎ等で投票区の区域外に出ている方、県が指定している病院等に入院中の方は不在者投票をご利用くだ
さい。

　期間　平成27年 1 月12日㈪～ 1月17日㈯
　　　　　※不在者投票の請求受付は、選挙管理委員会（市役所）になります。
【郵便等による不在者投票】※投票用紙の請求は、選挙の期日前 4日（ 1月14日）までとなります。
⑴　身体障害者手帳もしくは戦傷病者手帳に記載されている障害の程度が次に該当する方または介護保険の被保険者

証の要介護状態区分が「要介護 5」と記載されている方は、身体障害者手帳もしくは戦傷病者手帳または介護保
険被保険者証および印鑑をご持参の上、申請し自宅で投票することができます。

⑵　⑴により投票ができる方で、「自ら投票の記載をすることができない者」として定められた方は、「あらかじめ選
挙管理委員会の委員長に届けた者（選挙権を有する者に限る）」に投票に関する記載をさせることができます。（代
理記載制度）

【問い合わせ先】つがる市選挙管理委員会　電話42－2540

つがる市農業委員会委員選挙人名簿登載申請書について
　市農業委員会では、農家の皆さまに12月下旬に「農業委員会委員選挙人名簿登載申請書」を郵送する予定です。この
申請書に基づいて、つがる市農業委員会委員選挙人名簿が作られます。この申請書により作成された選挙人名簿に載っ
ていないと投票もリコールの請求もできなくなります。
　郵送された申請書には、あらかじめ農地基本台帳に登載されている耕作面積・満20歳以上の方の氏名・生年月日等が
記載されていますので確認および訂正の上、平成27年1月10日㈯までに提出してください。
提出先：農業委員会（柏分庁舎内)、市役所総務課、稲垣・車力出張所　【受付日： 1 / 5 ～ 1 / 9 】
　　　　つがる出張所【受付日： 1 / 4 ～ 1 /10】　　市役所当直室【受付日： 1 /10】

　また、下記要件を満たす世帯で申請書が届いていない方は、農業委員会に申請書を備え付けておりますので、
お越しくださるようお願いします。

選挙権の要件
①つがる市に住所を有する者であること
②年齢が、満20歳以上の者（平成 7年 4月 1日以前に生まれた者）であること
③10アール以上耕作の業務を営む者およびその配偶者または同居の親族であり、年間おおむね60日以上耕作に従事し
ていると農業委員会が認めた者であること

【問い合わせ先】　つがる市農業委員会（柏分庁舎内）電話25－3820

1月18日㈰は
「つがる市農業委員会委員一般選挙」の投票日です

告 示 日：平成27年1月11日㈰
投票日時：平成27年1月18日㈰ 午前8時～午後6時
（選挙人名簿は、平成26年 3 月31日に確定した名簿を使用します。）
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第 1 選挙区（旧木造町）→　つがる市役所
第 2選挙区（旧森田村）→　森田公民館
第 3選挙区（旧 柏 村）→　柏 分 庁 舎
第 4選挙区（旧稲垣村）→　稲垣公民館
第 5選挙区（旧車力村）→　車力出張所
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両 下 肢、 体 幹、
移動機能の障害 ○ ○ 手帳の記載では
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委員会にお問い
合わせください。
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健康推進課からのお知らせ

つがる市民診療所からのお知らせ

子宮頸がん・乳がん検診無料クーポン対象者へのお知らせ
　対象の方には、 5月に「子宮頸がん・乳がん検診無料クーポン券」を送付しています。まだ受診されていない方は、
がんの早期発見と自らの健康状況を確認するために、ぜひ受診されるようお勧めいたします。再発行を希望される方
は、有効期限内であれば再発行いたします。なお、今年度の総合（集団）健診にて、すでに子宮頸がん・乳がん検診
を受診された方は「受診済み」となります。
クーポン有効期限：平成27年 2 月28日㈯まで

個別健診のお知らせ
　今年度の総合（集団）健診で各種健（検）診を受診できなかった方は、「個別健診」を受診することができます。
健（検）診の種類：特定健診、胃がん・大腸がん・前立腺がん・子宮頸がん・乳がん検診、結核検診
実　施　期　限：平成27年 3 月31日㈫まで
※ 健（検）診の種類により、対象者、申し込み方法、指定医療機関等が異なります。詳しくは、広報 4月号または、
市ホームページをご覧ください。

※ 総合（集団）健診を申し込まれていた方で「個別健診」を希望される場合は、あらめて申し込みが必要です。

子宮頸がん検診、女性がん検診無料クーポン事業指定医療機関追加のお知らせ
　12月 1 日より子宮頸がん検診の指定医療
機関を追加しましたので、お知らせします。
また、女性がん検診無料クーポンの指定医
療機関にも追加となります。

追加医療機関名 診療日／診療時間　※予約不要 電話番号

加藤レディース
クリニック（木造）

月・火・水・金／ 8：30 ～ 12：00
　　　　　　 14：00 ～ 18：00
木　・　土 ／ 8：30 ～ 12：00

26－7068

【問い合わせ先】　健康推進課　電話42－2111（内線300）

糖尿病内科が完全予約制になります
　現在糖尿病内科では、1日の診察人数を制限するため診察予約を行っておりますが、平成27年 2 月診察分より、外
来待ち時間の短縮を図るため、受診日のみの予約から受診日と受診時間の予約となる完全予約制となります。変更
後は予約日以外の診察はできなくなりますので、ご注意くださるようお願いします。
　※予約日に来所できない場合は、事前にお知らせください。予約日・予約時間は、ご希望に添えない場合もあります。

患者送迎バスの運行が一部変更になります
　午後の診察を受ける患者さんへの受診の利便性を高めるため、平成27年 1 月 5 日より患者送迎バスの午後の運行を
次のとおり変更します。なお、午前の運行と経路につきましては変更ありません。

【変更内容】：①午後の「送り便」→「送り迎え便」　②16：30の「送り便」追加

送迎内容
地　　区 木造地区 柏地区（月・水・金） 森田地区（火・木）

行　　先 出来島
方面

越水
方面

川除
方面

館岡
方面

玉水・上古川
方面

小和巻・広須
方面 森田方面

送り迎え便
診療所→各地区→診療所

運行車両 1号車 2号車 1号車 2号車 1号車㈫ 2号車㈭

診療所発 13：00 14：00 13：00 14：00 12：00 12：00 12：00

診療所着 14：00 14：50 13：50 15：15 12：30 12：45 13：00

送り便
診療所→各地区

運行車両 1号車 2号車 1号車

診療所発 16：30

※詳しい運行時刻表は、つがる市民診療所に掲示しているほか、受付窓口で「ちらし」をお渡ししております。

【問い合わせ先】つがる市民診療所　電話42－3111
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今月のドクター　

小笠原　幸　裕 先生
（ファミリークリニック☆希望・院長）

　健康万歩計は、西北五医師会が、皆さんが健
康で元気に過ごすための必要な情報を提供し、
ドクターからのアドバイスを紹介するコーナー
です。

どっちの結石？～尿路結石と胆石～　
　医師は、問診、身体診察、検査を適宜、組み合わせ

て病気を診断します。今までにかかった事がある病気

を既往症（きおうしょう）と言いますが、既往症が診

断の助けになることがあります。また、既往症によっ

ては検査、治療に特別な配慮が必要になることもあり

ます。

　既往症を患者さんに伺うと、尿路結石（にょうろけっ

せき）と胆石（たんせき）を混同されている方は少な

くありません。尿路結石は図１のように、尿が出る経

路に結石ができる場合を言います。結石ができる場所

によって腎臓結石、尿管結石、膀胱（ぼうこう）結石、

尿道結石と分類されます。中でも尿管結石は、突然に

強い腰痛（背部痛）や側腹部痛を起こし、血尿を伴う

こともあります。結石の場所によっては下腹部痛で

あったり、頻尿、排尿時痛、排尿困難を伴うこともあ

ります。

　一方、図２のように消化管（胃腸）とつながってい

る胆嚢（たんのう）や胆管（たんかん）に結石ができ

るものを胆石と言います。典型例は食後に悪化する右

上腹部痛、吐き気、発熱です。

　尿路結石の専門医は泌尿器科医であり、胆石の専門

医は消化器内科医や消化器外科医です。尿路結石と胆

石では検査および治療が異なるため一般の方であって

も多少の違いを知っておかれた方がよいと思います。

アルコールを学ぶ家族教室
　家族や自身のお酒の問題で悩んではいませんか。お酒の飲みすぎによる対応に困り、一人で悩んでいません
か。アルコールに関連する教室を開催します。

日　　時　12月24日㈬　午前10時～午前11時30分
場　　所　生涯学習交流センター「松の館」 2階研修室
内　　容　講話「アルコールの課題を抱えている人へ」
講　　師　社会福祉法人・花　障がい者生活支援センター「すみれ」
　　　　　　所　長　　川村　和康　氏
対　　象　アルコールに関連する問題を抱えている方の家族
　　　　　アルコールをやめたいと真剣に考えている方
申込期限　12月19日㈮
　※教室で知り得た個人情報は秘密厳守でお願いします。

【申し込み・問合せ先】　健康推進課　電話42－2111（内線305）
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第20期生第一志望合格!!第20期生第一志望合格!!
平成26年度入試合格実績（(一部掲載）平成26年度入試合格実績（(一部掲載）

◆青森高校2名　◆弘前高校1名　◆五所川原高4名
◆青南(外国)1名　◆弘実(情報)1名　◆木造高校11名
◆青森高校2名　◆弘前高校1名　◆五所川原高4名
◆青南(外国)1名　◆弘実(情報)1名　◆木造高校11名

平成27年度　　　　
補助事業を活用して 農業用機械等導入 を検討されて

いる皆さまへ
　平成27年度において国の補助事業を活用して、農業用機械等を導入または施設整備（パイプハウス等）を検討されてい
る方を対象に実施希望の申し込みを受け付けします。希望する方は、提出書類を準備の上、市役所農林水産課にお申し
込みください。なお、農協組合員の方は、各農協に問い合わせの上、農協にお申し込みください。
事業名　　経営体育成支援事業（融資主体補助型）
助成対象者および配分基準ポイント
　人・農地プランに位置付けられた中心経営体等（認定農業者・新規就農者・集落営農組織）で下記の項目に取り
組んでいる方。次の①～⑫をポイント化して、点数が高い地区から採択されます。なお、26年度は3．5点以上が採択
されています。
①経営面積の拡大：事業実施年度前 3年度内に取り組み、 3年前より経営面積が拡大している。（ 1点）
②耕作放棄地の解消：事業実施前 3年度内に所有権移転または使用貸借等を行い活用している。（ 1点）
③ 6次産業化： 農産物の加工、直売もしくは契約栽培等の拡大、または事業分野が異なる法人等と契約している。（ 1点）
④高付加価値化：事業実施前 3年度内に新品種の導入、品質向上に取り組んでいる。（ 1点）
⑤農業経営の複合化：土地利用型作物、園芸作物、畜産経営などを組み合わせ複合的に経営している。（ 1点）
⑥コスト縮減：事業実施前 3年度内にコスト縮減に取り組んでいる。（ 1点）
⑦輸出：事業実施前3年度内に農産物の輸出に取り組んでいる。（ 1点）
⑧法人化：現在法人化している。（ 2点）
⑨雇用：外部から常時雇用している。（臨時雇用は、延べ240人・日）（ 1点）
⑩新規就農：新たに農業経営を開始した。（就農後 5年以内）（ 2点）
⑪農業者の育成：農業研修生を受け入れている。（ 1点）
⑫女性の取組：女性農業者または農業者の組織する団体のうち女性が過半を占める団体。（ 3点）

要　　件
融資を受けて、下記①～⑨の経営改善目標を 2つ取り組み達成できる方に限ります。
※過去に本事業に取り組まれている方は、同じ目標を選択できませんのでご注意ください。
①経営面積の拡大（ 3戸以上の農家から利用権設定等または農作業受託を受ける）
②耕作放棄地の解消（所有権の移転または使用貸借等により30ａ以上経営面積拡大を行う）
③ 農業の 6次産業化（農産物の加工、直売もしくは契約栽培等の拡大、または事業分野が異なる法人等と契約する）
④農産物の高付加価値化（新品種の導入、品質向上に取り組む）
⑤農業経営の複合化（土地利用型作物、園芸作物、畜産経営などを組み合わせ複合的な農業経営に取り組む）
⑥経営コストの縮減（経営コストの縮減に取り組む）
⑦輸出（農産物の輸出に取り組む）
⑧農業経営の法人化（目標年度までに法人化する）
⑨雇用（外部からの常勤雇用の増加に取り組む）

補 助 率　　事業費の 3 / 10上限
対　　象　　 事業費が整備内容ごとに50万円以上で、耐用年数がおおむね 5年以上、

20年以下であること
提出書類　　見積書、カタログ
申込期限　　12月26日㈮
留意事項　　事業内容等が変更になる場合があります。
　　　　　　 また、申し込みされても採択されない場合もありますので、あらかじ

めご了承ください。

【申し込み・問い合わせ先】農林水産課　電話42－2111（内線417）
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家具の移動は当店におまかせ下さい!

１枚だけのご注文も喜んで!

サンプル持参でお見積り

これを機会にお部屋の模様替えをどうぞ!

仕事の大小にかかわらず、丁寧がモットーです。

見て、触って、納得!

営業時間 9:00～18:00
木造有楽町 TEL42-2118

市民のコミュニケーションをお手伝い

お返しものは年内に … 忘年会景品、プレゼント、　　　　　　　　　 　 帰省土産、快気祝、出産内祝
カタログ
無料配達

児童扶養手当と公的年金の併給が可能になりました
　平成26年12月 1 日から「児童扶養手当法」の一部が改正
されたことに伴い、平成26年12月以降は公的年金（※）の年
金額が児童扶養手当額より低い方は、その差額分の児童扶
養手当を受給できるようになりました。児童扶養手当を受
給するためには、市役所福祉課にて申請が必要です。（市
では差額支給対象者を把握しておりませんので、個別に通
知や案内等はできません。）　※遺族年金、障害年金、老齢
年金、労災年金、遺族補償など
児童扶養手当とは
　父母の離婚や死亡等により父または母と生計を同じく
していない児童を育成している方に対し、児童の福祉の
増進を図ることを目的として支給される手当です。（児
童とは18歳に達した年度末までの者または20歳未満の政

令で定める程度の障害の状態にある者をいいます。）
児童扶養手当月額（所得制限があります）
○対象児童が 1人の場合
　•全部支給41，020円  •一部支給41，010円～9，680円
　（前年の所得や扶養親族数に応じて決定されます）
○対象児童が 2人以上の場合の加算額
　• 2人目5，000円　• 3人目以降 1人につき3，000円

　現在受給中の年金等の月額が上の手当月額より低い場合は、
手当と年金の差額を受給できます。
　また、平成26年12月１日に支給要件を満たしている方が、
平成27年 3 月までに申請した場合は、平成26年12月分の手当
から受給できます。

【問い合わせ先】福祉課　電話42－2111（内線233）

未支給年金等の手続きはお済みですか?
未支給年金の請求と死亡届
　年金を受けている方が亡くなると、年金を受ける権利がなくなるため、届出が必要です。年金を
受けている方が亡くなった月分までの年金については、未支給年金としてその方と生計を同じくし
ていた遺族が請求して受け取ることができます。また、生計を同じくしていた遺族がいない場合で
も死亡届を提出することになります。この届出が遅れると、後で年金の返納が発生する場合があり
ます。
未支給年金を請求できる方
　亡くなった方と生計を同じくしていた遺族で、次の順位で請求できます。　
　　1．配偶者　2．子　3．父母　4．孫　5．祖父母　6．兄弟姉妹　7．その他 3親等以内の親族
　上記の請求権者がいない場合、同居人、親戚の方等が死亡届を提出することになります。
未支給年金請求手続きに必要なもの
•請求者と死亡者の関係がわかる戸籍謄本　　•請求者の住民票謄本
•死亡者の住民票除票　　　•請求者の金融機関の預貯金通帳　　•死亡者の年金証書
•請求者と死亡者の住所が異なる場合は、生計同一証明書
※請求者以外の方が窓口に来られる場合は委任状が必要となります。
※ 死亡一時金や遺族年金が発生する場合もありますので早めに市民課年金係または稲垣・車力出張所・弘前年金事務
所にお尋ねください。

移動年金相談日　日時　毎月第 4水曜日午前10時～午後 3時（12/24  1 /28  2 /25  3 /25）
　　　　　　　　場所　つがる市役所 2階相談室　
　　　　　　　　※弘前年金事務所　お客様相談室（電話0172－27－1309）への事前の予約が必要です。

【問い合わせ先】市役所市民課　電話42－2111（内線261・267）　稲垣出張所　電話46－2111
　　　　　　　 車力出張所　電話56－2111　　弘前年金事務所　電話 0172－27－1337
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冬冬を快適に過ごすためにを快適に過ごすために
除排雪作業にご協力ください除排雪作業にご協力ください

　朝の通勤・通学経路、歩行者
の安全確保や作業効率などの理

由から、除排雪作業は深夜・早朝に行います。
　除雪および排雪作業を迅速か
つ安全に進めるため、道路を一

時通行止めにすることがありますのでご理解とご協
力をお願いします。

　除雪後に残る寄せ雪は各世帯
で取り除いていただくようお願

いします。交通事故防止のため、各家庭の雪を道路
に押し出すことはおやめください。

　路上駐車は除雪作業の妨げ
となり、地域全体に迷惑がか

かりますのでやめてください。事故などでやむを
得ず路上に駐車する場合は、目印に赤旗を立てて
ください。

　除雪車の前後約10ｍは死角
となります。また、雪の中に
混じっている砕石、ガラス等

が飛び散ることもありますので、30ｍ以内に近寄
らないようお願いします。

【問い合わせ先】土木課　電話42－2111（内線393・394）

融雪溝はルールを守って正しく利用しましょう
　融雪溝は、路肩に堆積した雪の処理に大きな効果を発揮します。しかし、その反面、不規則な投雪など使い
方を間違えると水があふれるといった障害を引き起こす原因となります。
　利用者自ら思いやり・ゆずりあいに心がけ、ルールやマナーを守り利用しましょう
●地区によりポンプの稼働時間が異なります。水が流れているのを確認し利用してください。
●固くて大きなかたまりの雪は、細かく砕いてから捨てましょう。
● 投雪口を開けやすくするため板やビニールの袋などを挟むと、ふたが閉まりきらず、歩行者がつまずく危険
がありますのでやめましょう。
●投雪中は歩行者や車両にも気をくばり、事故のないように十分注意しましょう。

　以前、歩行者が閉まりきっていない
投雪口のふたにつまずき、転倒してけ
がをするという事故が発生しました。
このような事故を防ぐため、作業時以
外は、投雪口のふたを確実に閉めるよ
う徹底してください。

【問い合わせ先】土木課　電話42－2111（内線393・394）

円滑な除排雪実施に関するお願い

除
排
雪
業
務

除
排
雪
体
制

　市では幹線道路・生活道路等の除雪延長約381　市では幹線道路・生活道路等の除雪延長約381
㎞を直営除雪と民間委託により行います。㎞を直営除雪と民間委託により行います。
　除排雪業務の実施期間は12月 1 日から 3月31日　除排雪業務の実施期間は12月 1 日から 3月31日
までとしますが、除排雪実施期間前後であっても、までとしますが、除排雪実施期間前後であっても、
降雪状況により除排雪を実施します。降雪状況により除排雪を実施します。

● つがる市の除排雪の体制は、全区域を統括する
本部を市役所建設部土木課に設置いたします。
● 除雪パトロールは市内を巡回し、雪の状況を随
時的確に判断し、効果的な除排雪が実施できる
ようにします。

　今年も雪の季節がやってきます。
　市では今冬の除排雪を計画し、市民生活の
安全が図られるよう努めますので、市民の皆
さまのご理解とご協力をお願いいたします。
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板材を挟めるのは危険です ふたと取っ手が上がって危険です

深夜作業にご理解
をお願いします

路上駐車はやめま
しょう

作業中の除雪車に
は近寄らないよう
にしましょう

通行規制にご協力
をお願いします

道路に雪を捨てな
いでください



つがる市食生活改善推進員のつがる市食生活改善推進員の

健康レシピ

通行止めのお知らせ
　岩木川の堤防盛土工事のため、右図のとおり堤防道
路（姥島小和巻線）が通行止めとなります。工事中は
現地の案内看板に従い、迂回をお願いします。
　ご不便をお掛けしますがご協力お願いします。

工事期間　平成26年12月15日～
　　　　　平成27年 3 月30日
工事時間　午前 8時～午後 5時
　　　　　※天候等により変更あり
工事区間　つがる市柏桑野木田地内～
　　　　　鶴田町木筒地内

【問い合わせ先】市役所土木課　電話42－2111（内線396）
　　　　　　　 青森河川国道事務所五所川原出張所（担当　久保田）電話34－2738

エネルギー：118kcal、塩分 0ｇ

【材料】 4人分
りんごＡ … 80ｇ
砂糖Ａ…小さじ4
りんごＢ … 80ｇ
さつま芋… 160ｇ
砂糖Ｂ…小さじ 4
みりん…大さじ 2

【作り方】
① りんごＡを皮付きのままいちょう切りにし、砂糖Ａを加え、やわらかく煮る。
② りんごＢは皮をむき、水でやわらかく煮てつぶす。
③ さつま芋は皮をむき、2㎝の輪切りにして煮る。やわらかくなったら水気を切る。
④  鍋に②のつぶしたりんご、③のさつまいも、砂糖Ｂ、みりんを加え、弱火にかけ、
ゆっくりと練り上げる。

⑤ 最後に①のりんごを飾る。

つがる市一般競争（指名競争）入札参加資格審査申請書の受付について
　今年度は、建設工事（市内に本社を有する者のみ）および測量・建設コンサルタント等、物品・役務の提供
等の入札参加資格申請書の受付となりますので、入札参加希望者は期間内に入札参加資格審査申請書を提出し
てください。申請書類の様式は市役所管財課に用意しています。また、市ホームページからもダウンロードで
きます。
■受付期間
　•県内に本店を有する方：平成27年 1 月 5 日から平成27年 1 月30日まで
　•県外に本店を有する方：平成27年 2 月 2 日から平成27年 2 月27日まで
　　　　　　　　　　　　　（郵送および宅配便は最終日発送分まで有効）
■有効期間
　〈建設工事〉市内に本店を有する方：平成27年 7 月 1 日から平成28年 6 月30日まで
　〈測量・建設コンサルタント等、物品・役務の提供等〉平成27年 7 月 1 日から平成29年 6 月30日まで
■提出方法
　•市内に本店を有する方：持参のみ
　•市外に本店を有する方：持参および郵送、宅配便

【提出・問い合わせ先】〒038－3192　青森県つがる市木造若緑61－1　つがる市役所　管財課
　　　　　　　　　　 電話0173－42－2111（内線335・337）　
　　　　　　　　　　 ホームページ：http://www.city.tsugaru.aomori.jp/nyuusatsu.html

りんごきんとん

おせち料理にかかせない「きんとん」。でも、通常の栗きんとんは砂糖やみりんが多く使われ高カロリー
になっています。このレシピは、さつまいもとりんごの自然な甘みでいただくためカロリーは控えめ。
さらに、りんご、さつま芋ともに食物繊維やカリウムが豊富なため、便秘の解消や高血圧の予防に期待
できます。
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【営業時間】8:00～18:00　【定休日】元旦のみ

つがる市農産物直売所
つがる市柏下古川花崎112‒1
つがる市農産物直売所
つがる市柏下古川花崎112‒1

電話 25－2865電話 25－2865

贈答用りんご
車力産長いも好評発売中贈答用りんご
車力産長いも好評発売中

広　　　　告

記事中に電話番号がない場合は、☎42 ‒2111をかけ
内線番号か課名をお話しください

【
お
知
ら
せ
の
見
方
】

　
申
申
し
込
み　

問
問
い
合
わ
せ

　
申
・
問
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ホ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

e
ｅ
メ
ー
ル

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

相

談
　

行　

政　

相　

談

行　

政　

相　

談

　

行
政
が
行
う
仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情

や
意
見
・
要
望
な
ど
が
あ
る
場
合
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

〈
木
造
会
場
〉

●
1
月
9
日
㈮
、
23
日
㈮
10
時
〜
14
時

　

▽
市
役
所
2
階
相
談
室

行
政
相
談
委
員　

長
谷
川
正
人
氏

電
話
45－

2
9
2
9

〈
森
田
会
場
〉

●
1
月
9
日
㈮
10
時
〜
12
時

　

▽
森
田
公
民
館

　

行
政
相
談
委
員　

佐
藤　

朋
子
氏

　

電
話
26－

2
3
7
0

〈
稲
垣
会
場
〉

●
1
月
28
日
㈬
10
時
〜
15
時

　

▽
稲
垣
公
民
館

行
政
相
談
委
員　

藤
田　

明
夫
氏

電
話
46－

3
8
6
0

〈
車
力
会
場
〉

●
1
月
23
日
㈮
10
時
〜
15
時

　

▽
む
ら
お
こ
し
拠
点
館「
フ
ラ
ッ
ト
」

　

※ 

事
前
に
電
話
69－

5
2
1
5
で
確

認
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員　

鳴
海　
　

久
氏

電
話
56－

3
5
1
4

農
家
相
談

農
家
相
談

　

農
地
の
売
買
、
賃
貸
借
等
に
つ
い
て

相
談
し
た
い
方
は
、
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

●
12
月
18
日
㈭
、
1
月
22
日
㈭

9
時
30
分
〜
12
時
▽
稲
垣
公
民
館

13
時
30
分
〜
16
時
▽
車
力
出
張
所

　

な
お
、
農
業
委
員
会
事
務
局
で
は
随

時
農
家
相
談
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

問
つ
が
る
市
農
業
委
員
会
事
務
局

（
柏
分
庁
舎
内
）電
話
25－

3
8
2
0

こ
こ
ろ
の
相
談

こ
こ
ろ
の
相
談

　

こ
こ
ろ
の
悩
み
や
病
気
に
つ
い
て
相

談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

眠
れ
な
い
、心
が
重
い
、や
る
気
が
起

き
な
い
、う
つ
病
や
統
合
失
調
症
な
ど
の

病
気
、ア
ル
コ
ー
ル
問
題
、ひ
き
こ
も
り

や
不
登
校
な
ど
の
悩
み
を
抱
え
て
い
る

方
は
、一
人
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か

わ
か
ら
な
い
と
い
う
場
合
も
遠
慮
な
く

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
保
健
師
に
よ
る
相
談

12
月
25
日
㈭
、
1
月
15
日
㈭
10
時
〜

15
時

●
場
所
▽
健
康
推
進
課
横
の
相
談
室

※ 

事
前
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。別
の

日
で
も
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

健
康
推
進
課
（
内
線
3
0
5
）

献

血
　

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

● 

1
月
2
日
㈮
、
4
日
㈰
10
時
〜
11
時

45
分
、
13
時
〜
16
時
30
分
▽
イ
オ
ン

モ
ー
ル
つ
が
る
柏

● 

1
月
16
日
㈮
10
時
〜
12
時
、
13
時
〜

16
時
▽
市
役
所
保
健
セ
ン
タ
ー

問
健
康
推
進
課
（
内
線
3
0
9
）

税

　

家
屋
に
係
る
届
出
に
つ
い
て

家
屋
に
係
る
届
出
に
つ
い
て

● 

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
、
滅
失

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
滅
失
登

記
を
し
た
場
合
は
届
出
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
）

● 

未
登
記
家
屋
の
所
有
者
が
変
わ
っ
た

と
き
は
変
更
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
両
者
の
実
印
押
印
と
印
鑑
証
明

書
が
必
要
）

※ 

届
出
用
紙
は
と
も
に
税
務
課
窓
口
に

あ
り
ま
す
。

● 

家
屋
を
新
築
・
増
築
さ
れ
て
ま
だ
市

の
調
査
を
受
け
て
い
な
い
方
も
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
（
内
線
2
1
1
）

給
与
所
得
者
の
個
人
住
民
税
は

給
与
所
得
者
の
個
人
住
民
税
は

全
て「
特
別
徴
収
」と
な
り
ま
す

全
て「
特
別
徴
収
」と
な
り
ま
す

　

給
与
所
得
者
（
従
業
員
）
の
個
人
住

民
税
に
つ
い
て
は
、
地
方
税
法
の
規
定

に
よ
り
、
給
与
支
払
者
（
事
業
主
）
が

給
与
か
ら
特
別
徴
収
（
天
引
き
）
に
よ

り
納
入
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
西
北
地
域
2
市
5
町
と
西

北
地
域
県
民
局
県
税
部
で
は
、
原
則
と

し
て
全
て
の
事
業
主
の
方
に
特
別
徴
収

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は

所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
同
様
に
、
事
業

主
が
従
業
員
に
代
わ
り
、
毎
月
支
払
う

給
与
か
ら
個
人
住
民
税
を
天
引
き
し
、

納
入
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

　

た
だ
し
、
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収

は
、
市（
町
）が
従
業
員
ご
と
の
税
額
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
所
得
税
の
源

泉
徴
収
の
よ
う
な
税
額
計
算
や
年
末
調

整
の
手
間
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
従
業
員
の
方
に
は
、
納
め
忘

れ
が
な
く
、
納
期
が
年
12
回
の
た
め
普

通
徴
収
の
年
4
回
に
比
べ
て
1
回
当
た

り
の
納
付
額
が
少
な
く
な
る
と
い
っ
た

納
税
の
便
宜
を
図
る
目
的
が
あ
り
ま
す
。

問
税
務
課
（
内
線
2
1
2
）

募

集
　

若
が
え
り
健
康
教
室

若
が
え
り
健
康
教
室

　

今
よ
り
も
っ
と
、
は
つ
ら
つ
と
生
き

生
き
と
、
若
々
し
く
な
り
た
い
あ
な
た

を
応
援
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

●
日
時
▽
1
月
6
日
㈫
・
20
日
㈫
13
時

30
分
〜
14
時
30
分

●
場
所
▽
松
の
館　

交
流
ホ
ー
ル

●
テ
ー
マ
▽
マ
イ
ナ
ス
5
歳
の
心
と
体

を
あ
な
た
の
手
に

●
講
師
▽
健
康
運
動
指
導
士　

鬼
武
由

美
子
氏

●
内
容
▽
姿
勢
調
整
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、

ス
ト
レ
ッ
チ
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

●
対
象
▽
つ
が
る
市
民
※
医
師
か
ら
運

動
を
制
限
さ
れ
て
い
な
い
方

●
持
ち
物
▽
汗
ふ
き
タ
オ
ル
、
飲
み
物

※
運
動
し
や
す
い
服
装
、
履
物
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
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広　　　　告

市役所　☎42 ‒ 2111
●
参
加
条
件
▽

•
ケ
ガ
等
は
自
己
責
任
と
な
り
ま
す
。

•
運
動
の
効
果
を
評
価
す
る
た
め
、

毎
回
体
重
測
定
を
し
ま
す
。

※
申
込
不
要
。
参
加
無
料

問
健
康
推
進
課
（
内
線
3
0
6
）

将　

棋　

教　

室

将　

棋　

教　

室

　

親
子
、
兄
弟
、
祖
父
母
と
お
孫
さ
ん

な
ど
、
ご
家
族
で
将
棋
を
楽
し
み
た
い

方
は
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

お
一
人
の
参
加
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

●
日
時
▽
1
月
の
毎
週
土
曜
日

（
10
日
、17
日
、24
日
、31
日　

※
3
日

を
除
く
）
13
時
〜
15
時

●
場
所
▽
松
の
館　

Ｂ
会
議
室

●
参
加
費
▽
無
料

●
講
師
▽
青
森
県
将
棋
連
盟
師
範

　

北
畠　

悟　

氏
（
五
段
）
他

● 

申
し
込
み
▽
お
電
話
で
12
月
25
日
㈭

ま
で
に
、
社
会
教
育
文
化
課
へ
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
つ
が
る
市
教
育
委
員
会 

社
会
教
育

文
化
課　

電
話
49－

1
2
0
0

ス
キ
ー
・ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
講
習
会

ス
キ
ー
・ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
講
習
会

　

冬
の
体
力
づ
く
り
と
技
術
向
上
を
目

的
に
開
催
し
ま
す
。

　

初
め
て
の
方
か
ら
上
級
者
ま
で
丁
寧

に
指
導
し
ま
す
。

●
日
時
▽
1
月
10
日
、
17
日
、
24
日
の

土
曜
日
3
日
間

●
場
所
▽
ナ
ク
ア
白
神
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー

ト
（
旧
鰺
ヶ
沢
ス
キ
ー
場
）

●
集
合
受
付
▽
ス
キ
ー
場
ラ
ー
メ
ン

シ
ョ
ッ
プ
横
無
料
休
憩
所
内
・
18
時

〜
18
時
30
分
（
現
地
集
合
、
現
地
解

散
）

●
参
加
対
象
▽
森
田
・
柏
地
区
の
方
で
、

ス
キ
ー
は
小
学
3
年
以
上
、
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
は
小
学
4
年
以
上

●
申
込
期
限
▽
1
月
7
日
㈬

●
講
習
料
▽
無
料
（
リ
フ
ト
代
は
各
自

負
担
）

●
講
習
内
容

•
ク
ラ
ス
別
に
1
日
2
時
間
程
度
の

レ
ッ
ス
ン

•
用
具
は
各
自
準
備
。
無
い
方
は
ス

キ
ー
場
で
レ
ン
タ
ル
可
（
有
料
）

•
講
習
中
の
事
故
は
、
自
己
責
任
と

し
ま
す

申
・
問 
森
田
公
民
館電

話
26－

2
5
6
6

後
期
第
２
回
危
険
物
取
扱
者

後
期
第
２
回
危
険
物
取
扱
者

試
験
・
後
期
消
防
設
備
士
試
験

試
験
・
後
期
消
防
設
備
士
試
験

●
試
験
日

　

○
危
険
物
取
扱
者
▽
2
月
28
日
㈯

　

○
消
防
設
備
士
▽
2
月
22
日
㈰

●
会
場
（
両
試
験
と
も
）

　

ラ
・
プ
ラ
ス
青
い
森
（
青
森
市
）

●
願
書
受
付
期
間
（
両
試
験
と
も
）

　

○
電
子
申
請
▽
1
月
3
日
㈯
〜
13
日
㈫

　

○
書
面
申
請
▽
1
月
6
日
㈫
〜
16
日
㈮

問
消
防
本
部
予
防
課電

話
42－

7
7
4
4

平
成
平
成
2626
年
度
自
衛
官

年
度
自
衛
官

〈
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
〉

●
応
募
資
格
▽
平
成
27
年
4
月
1
日
現

在
、
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子
で

中
学
校
卒
業
者
ま
た
は
中
等
教
育
学

校
の
前
期
課
程
修
了
者
（
見
込
み
の

者
を
含
む
）

●
受
付
期
限
▽
1
月
9
日
㈮
ま
で

●
試
験
日
▽
1
次
試
験
：
1
月
24
日
㈯

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
青
森
地
方
協
力
本
部

　

 

五
所
川
原
地
域
事
務
所

電
話
35－

2
3
0
5

そ
の
他
　

水
田
農
業
の
現
状
に
関
す
る

水
田
農
業
の
現
状
に
関
す
る

農
業
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
報
告
会

農
業
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
報
告
会

　

弘
前
大
学
農
学
生
命
科
学
部
で
は
、

今
年
1
月
に
市
内
の
農
業
者
を
対
象
に

実
施
し
た
、
水
田
農
業
の
現
状
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
報
告
会
を

実
施
し
ま
す
。

●
日
時
▽
12
月
24
日
㈬
13
時
〜
15
時

●
場
所
▽
松
の
館
視
聴
覚
室

●
報
告
内
容
▽

○
弘
前
大
学
農
学
生
命
科
学
部

　

准
教
授　

泉
谷
眞
実
氏

「
イ
ネ
未
利
用
資
源
活
用
の
意
義

－

稲
わ
ら
・
も
み
殻
・
米
ぬ
か
の

利
用
を
考
え
る－

」

○
弘
前
大
学
農
学
生
命
科
学
部

　

助　

教　

吉
仲　

怜
氏

「
つ
が
る
市
水
田
農
業
の
現
状

－

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
概
要－

」

※
入
場
無
料
、
申
込
不
要

問
弘
前
大
学
農
学
生
命
科
学
部

　

環
境
バ
イ
オ
マ
ス
研
究
室

　

電
話
0
1
7
2－

39－
3
9
3
3

経
営
の
お
悩
み
、
あ
な
た

経
営
の
お
悩
み
、
あ
な
た

は
誰
に
相
談
し
ま
す
か
？

は
誰
に
相
談
し
ま
す
か
？

　

新
商
品
を
開
発
し
た
い
、
売
上
を
伸

ば
し
た
い
、
こ
れ
か
ら
創
業
し
た
い
な

ど
で
お
悩
み
の
方
は
、
青
森
県
よ
ろ
ず

支
援
拠
点
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が

無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
ご
活
用

く
だ
さ
い
！

●
相
談
窓
口

○
日
時
▽
平
日
8
時
30
分
〜
17
時
15

分
※
土
・
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
は
休
業

○
場
所
▽
青
森
県
共
同
ビ
ル
7
階

（
青
森
市
新
町
2－

4－

1
）

○
電
話
▽
0
1
7－

7
2
1－

3
7
8
7

● 

よ
ろ
ず
出
張
相
談
会　

※
予
約
制

　

 

会
場
、
日
時
、
予
約
方
法
な
ど
は
、

次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

（http
:⁄⁄w

w
w
.2
1
aom

ori.or.jp
⁄

soudan
⁄

）

問
つ
が
る
市
商
工
会電

話
42－

2
4
4
9

　

市
役
所
商
工
観
光
課

　
　
　

電
話
42－

2
1
1
1（
4
3
3
）
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市税等は納期内に納めましょう
「市・県民税」第 4期
「国民健康保険税」第 6期
「介護保険料」第 6期
「後期高齢者医療保険料」第 6期
「住宅使用料」
「公共下水道使用料」
「農業集落排水処理施設使用料」
　の納期限となっています。

　市税等を口座振替で納付いただいている方は、納期限までに口座残高の確認
をお願いします。



11月号の答えは
「カメガオカ」でした。
30名様より応募していただきまし
た。当選者は次のとおりです。

〔敬称略〕
伊藤幸子（富萢町）、江良睦（木造）、
鎌田千代子（木造）、佐々木恵（木
造）、野呂正子（森田町） Ｅ

1

7

13 15

19

16 17 18

20

21

9

10 11 12

6

D

C

14

22

Ｂ

Ａ

2 3 4 5

8

フ ロ ウ フ シ ア ブ

ジ カ ヨ ウ カ イ ロ

タ ブ ー メ ラ ン

ニ ク ツ ノ イ ズ

ラ イ ン キ コ ン

メ シ トキ オ ウ

ツ ガ サカル ベ ン

コ ミ カウン ロ

1

7

13 15

1916 17 18

20 21

9

10 11 12

6

D

C

14

22

23 24

Ｂ

Ａ

2 3 4

5

8

ヒ
ン
ト　

 

来
年
度
に
本
格
デ
ビ
ュ
ー
す
る
県
産
米
の

新
品
種
の
名
称
は
「
青
天
の
○
○
○
○
」

　

タ
テ
・
ヨ
コ
の
問
題
を
解
い
て
い
き
、
Ａ
〜
Ｄ
の

　

タ
テ
・
ヨ
コ
の
問
題
を
解
い
て
い
き
、
Ａ
〜
Ｄ
の

文
字
を
探
し
て
こ
と
ば
を
見
つ
け
て
ね
！

文
字
を
探
し
て
こ
と
ば
を
見
つ
け
て
ね
！

　

い
よ
い
よ
、
ク
リ
ス
マ

ス
が
迫
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
は
、

何
か
特
別
な
習
慣
は
あ
り

ま
す
か
。
定
番
と
い
う
と
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
で

し
ょ
う
が
、
そ
れ
以
外
に
も
日
本
国
内
に
は
た
く

さ
ん
の
祝
い
方
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ア
メ
リ
カ
に
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
ク
ッ
キ
ー
を
は
じ

め
と
す
る
典
型
的
な
ク
リ
ス
マ
ス
の
象
徴
も
あ
れ

ば
、
家
庭
そ
れ
ぞ
れ
の
独
特
な
祝
い
方
も
あ
り
ま

す
。
今
回
の
コ
ラ
ム
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ク
リ
ス

マ
ス
の
習
慣
を
皆
さ
ん
に
紹
介
し
ま
す
が
、
一
般

論
を
語
る
よ
り
、
我
が
家
な
ら
で
は
の
ク
リ
ス
マ

ス
の
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ク
ッ
キ
ー

　

12
月
に
な
る
と
、
ク
リ
ス
マ
ス
ク
ッ
キ
ー
の
姿

を
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
我
が
家
に
は
ク
ッ
キ
ー
に
関
す
る
特

別
な
習
慣
が
あ
り
ま
す
。
大
体
12
月
の
半
ば
、
第

2
週
末
頃
に
ミ
ネ
ソ
タ
州
に
住
ん
で
い
る
親
戚
の

皆
が
集
ま
っ
て
ク
リ
ス
マ
ス
ク
ッ
キ
ー
作
り
を
し

ま
す
。
作
り
方
は
、
ま
ず
生
地
を
作
り
、
麺
棒
で

伸
ば
し
て
切
り
抜
い
て
か
ら
色
の
つ
い
た
砂
糖
な

ど
で
飾
り
つ
け
す
る
簡
単
な
も
の
で
す
が
、
ク
ッ

キ
ー
の
抜
き
型
は
、
皆
さ
ん
の
な
じ
み
の
サ
ン
タ

さ
ん
や
ト
ナ
カ
イ
の
形
だ
け
で
な
く
、
足
や
手
の

型
な
ど
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
形
が
あ
り
ま
す
。
飾

り
つ
け
が
完
成
し
た
ら
オ
ー
ブ
ン
で
5
分
程
焼
い

て
出
来
上
が
り
で
す
！
こ
の
ク
ッ
キ
ー
は
、
こ
れ

か
ら
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
や
、
ク
リ
ス
マ
ス
デ
イ

（
ア
メ
リ
カ
で
は
、25
日
の
こ
と
を「
ク
リ
ス
マ
ス

デ
イ
」と
言
い
ま
す
）
の
デ
ザ
ー
ト
に
な
り
ま
す
。

　

ツ
リ
ー

　

多
く
の
家
庭
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
飾

り
ま
す
が
、
知
り
合
い
の
家
な
ど
に
行
く
と
ツ

リ
ー
に
も
そ
の
人
の
好
み
や
家
族
の
習
慣
が
表
れ

て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　

私
の
実
家
で
は
、
ク
ッ
キ
ー
作
り
が
終
わ
っ
た

ら
、
必
ず
家
族
4
人
で
切
り
た
て
の
モ
ミ
の
木
を

買
い
に
行
き
ま
す
。
購
入
後
は
、
1
週
間
く
ら
い

寒
い
外
で
保
存
し
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
が
近
く
な
っ

た
ら
リ
ビ
ン
グ
に
設
置
し
、
皆
で
ツ
リ
ー
を
飾
り

ま
す
。
こ
こ
で
ま
た
我
が
家
の
好
み
の「
ち
ょ
っ

と
変
わ
っ
た
」習
慣
が
表
れ
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の

ツ
リ
ー
の
装
飾
と
い
え
ば
、
ま
ず
緑
と
赤
の
丸
い

玉
が
思
い
浮
か
び
ま
す
が
、
我
が
家
で
は
親
が
こ

の
30
年
世
界
各
国
か
ら
集
め
た
装
飾
で
ツ
リ
ー
の

飾
り
つ
け
を
し
ま
す
。
6
カ
月
間
我
が
家
に
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
し
た
秋
田
出
身
の
留
学
生
か
ら
も
ら
っ

た
秋
田
犬
の
装
飾
も
毎
年
飾
り
ま
す
！

　

プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換

　

同
じ
ア
メ
リ
カ
人
の
友
達
に
ク
リ
ス
マ
ス
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
交
換
を
ど
う
い
う
風
に
や
っ
て
い
る
か

を
尋
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、
一
般
的
に
「
24
日
ま
た

は
25
日
に
自
分
の
名
前
が
書
か
れ
て
い
る
す
べ
て

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
集
め
ま
す
が
、
一
気
に
開
け
る

の
で
時
間
は
10
分
で
終
わ
る
」
と
い
う
答
え
が
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
の
家
族
は
、
25
日
の
朝

に
親
戚
の
皆
が
私
の
家
に
集
ま
り
、
ブ
ラ
ン
チ
を

食
べ
て
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
を
行
い
ま
す
。
こ

の
時
間
は
親
戚
の
思
い
や
り
、
家
族
愛
が
溢
れ
る

貴
重
な
時
間
と
す
る
た
め
に
、
皆
が
見
て
い
る
前

で
一
人
一
人
、
丁
寧
に
交
換
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

2
時
間
以
上
か
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
だ
け
の
価
値
が
あ
る
の
で
す
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
の
意
味

　

多
く
の
ア
メ
リ
カ
人
に
と
っ
て
ク
リ
ス
マ
ス
は
、

日
本
の
正
月
に
近
い
と
言
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

一
家
そ
ろ
っ
て
新
年
を
お
祝
い
し
、む
つ
み
合
う
様

子
は
共
通
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

よ
く
ア
メ
リ
カ
人
は
、こ
う
い
う
時
期
に
な
る
と

ク
リ
ス
マ
ス
の
基
本
、ク
リ
ス
マ
ス
の
意
味
は
一
体

何
な
の
か
を
顧
み
ま
す
。古
く
か
ら
、真
冬
は
、寒
さ

が
厳
し
く
食
糧
が
乏
し
く
な
り
、ま
た
日
が
短
く

暗
闇
の
時
間
が
長
く
な
る
た
め
、憂
鬱
に
陥
る
こ

と
が
よ
く
あ
り
、そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、ろ
う
そ
く

を
焚
い
て
温
か
い
暖
炉
の
周
り
に
集
ま
り
、ご
ち
そ

う
を
食
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
ク
リ
ス
マ
ス
は
、家
族
愛
、人
類
愛
を
感
じ
、

世
界
人
類
が
平
和
に
い
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
喜

び
と
善
意
を
強
く
感
じ
る
季
節
な
の
で
す
。

国
際
交
流
員　

ス
ト
リ
ン
ズ
・
イ
ン
ガ

　

我
が
家
の
ク
リ
ス
マ
ス

応募方法：ハガキに答え、住所、氏名（未成年の場合
は保護者名も記入）、年齢、広報つがるに対するご意見
などを書き添えてお送りください。正解者の中から抽
選で 5 名の方に「つがーるちゃんストラップ」をプレ
ゼントします。（12月22日締切　※当日消印有効）
応 募 先：〒038－3192 つがる市役所　秘書広報課　広報広聴係まで

【
タ
テ
の
問
題
】

1
．
日
本
最
古
の
り
ん
ご
の
木
の
品
種
は
、
祝
と
○

○
○
○
○

2
．
や
か
ん
、
湯
沸
し
を
英
語
で
い
う
と

3
．
品
物
な
ど
を
一
定
の
割
合
で
め
い
め
い
に
配
る

こ
と
。「
食
糧
を
○
○
○
○
○
す
る
」

4
．
授
業
や
稽
古
を
英
語
で
い
う
と

7
．
ス
ノ
ー
マ
ン
は
○
○
だ
る
ま
の
こ
と

8
．
家
の
中
で
、
家
族
が
く
つ
ろ
ぐ
部
屋

12
．
寝
る
と
き
に
掛
け
る
も
の

13
．
結
婚
、
建
築
、
旅
行
、
新
規
事
業
の
開
始
な
ど

す
べ
て
の
事
に
終
日
吉
と
さ
れ
る

15
．
約
束
を
必
ず
守
る
し
る
し
と
し
て
、
互
い
の
小

指
を
曲
げ
て
掛
け
、「
う
そ
つ
い
た
ら
針
千
本
飲

ま
す
」
と
唱
え
あ
う
こ
と

16
．
戦
争
も
な
く
世
の
中
が
穏
や
か
な
こ
と

17
．
二
人
で
1
本
の
傘
を
さ
す
。
相
○
○
傘

19
．
外
観
の
こ
と

20
．
う
ま
く
い
っ
て
い
る
間
柄
や
物
事
を
じ
ゃ
ま
す

る
こ
と
。「
水
を
○
○
」

22
．
寝
床
に
入
ら
な
い
で
、
眠
気
に
負
け
て
そ
の
場

で
思
わ
ず
眠
っ
て
し
ま
う
。
○
○
た
寝

【
ヨ
コ
の
問
題
】

1
．
田
小
屋
野
貝
塚
か
ら
発
見
さ
れ
た
貝
輪
は
○
○

○
○
ガ
イ
で
つ
く
ら
れ
て
い
た

3
．
当
た
り⇔

○
○
○

5
．
マ
ン
ガ
や
ゲ
ー
ム
で
人
気
。
妖
怪
を
探
せ
る
不

思
議
な
腕
時
計
「
よ
う
○
○
ウ
ォ
ッ
チ
」

6
．
ア
ル
コ
ー
ル
分
を
含
ん
だ
飲
料
の
総
称

9
．
後
戻
り
す
る
こ
と
。
引
き
返
す
こ
と
。
○
○
○

を
返
す

10
．
会
社
等
の
収
支
を
計
算
し
、
帳
簿
に
記
録
し
て

管
理
す
る
技
能
。
単
式
と
複
式
が
あ
る

11
．
最
高
気
温
が
0
℃
未
満
の
日
は
○
○
○
日

14
．
ス
ト
ー
ブ
の
燃
料
に
な
る
油

16
．
鳴
く
よ
ウ
グ
イ
ス
○
○
○
○
京

18
．
お
い
し
い
こ
と

20
．
最
も
深
く
愛
し
て
い
る
こ
と
。
○
○
○
○
の
妻

22
．
津
軽
自
動
車
道
、
新
規
事
業
化
へ
向
け
て
計
画

を
進
め
て
い
る
の
は
柏
〜
○
○
○
間

23
．
県
民
鳥
に
制
定
さ
れ
て
い
る
、
冬
を
告
げ
る
代

表
的
な
鳥
を
英
語
で
い
う
と

24
．
困
っ
た
時
に
、
さ
ら
に
困
っ
た
こ
と
が
起
こ
る

こ
と
。
弱
り
目
に
○
○
○
○
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暮 ら し に
役立つ情報

※このページは有料掲載になっています。

発行 /つがる市社会福祉協議会　〒038‒3138 つがる市木造若緑52番地
TEL：0173‒42‒4660　FAX：0173‒42‒4686　Ｅメール：tsugarushakyo@tea.ocn.ne.jp

ȾȦɥીȾȦɥી

ଜࢾȥɣɈȤඪɣȵଜࢾȥɣɈȤඪɣȵ
平成26年12月平成26年12月

法律相談を開催しています
～ 個人では解決できない法律の問題や家庭問題等、お一人で悩んでいませんか ～
期　日：平成27年 1 月14日㈬〈毎月第 2水曜日〉
時　間：午後 1時から 4時まで
場　所：つがる市社会福祉協議会本所「相談室」
料　金：無　料　　　※相談は予約が必要です。（℡ 0173－42－4660）

「介護教室」開催のお知らせ テーマ「もし家族や自分が認知症になったら？」
　大切なご家族が認知症と診断され、「認知症ってどんな病気？」「どのように接したらいいの？」と不安や悩み
を抱えていませんか。
　つがる市社会福祉協議会では、認知症の方を介護しているご家族や認知症に対して不安や悩みを抱えている
方々を対象に、認知症に関する介護教室を開催いたしますので、この機会に参加してみませんか。
　講師は、つがる市社会福祉協議会の有資格者が担当します。

【開催日・場所】 期　日 時　間 会　　　場
1 回目 1 月 31 日㈯ 13：30 ～ 15：30 森田保健福祉センターあーすとぴあ

2 回目 2 月 7 日㈯ 9：30 ～ 11：30 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 安 住 の 里

3 回目 2 月 10 日㈫ 18：00 ～ 20：00 木造福祉センターかっこうの館

【内　　容】　認知症に対する知識や技術（講話、施設見学など）
【参 加 費】　無　料
【そ の 他】　講話が中心になりますが、軽装でお越しください。
【申 込 み】　 どの会場でも参加できますので、参加したい会場の前日までに、下記の支所へお申込みください。

※託児も可能ですので、希望の方は申込時にお知らせください。
木造支所　電話42－4660 ・ 森田支所　電話26－3836 ・ 柏支所　電話25－2468
稲垣支所　電話46－3049 ・ 車力支所　電話56－3051

福祉機器・用具の紹介　～雪道対策 ピン型滑り止め～
　福祉機器・用具には、生活をサポートしてくれる便利なも

のがたくさんあります。これから冬本番を迎え、雪道は杖を使っている方々
にとって歩きづらいものです。「滑って転んだらどうしよう」と、つい臆病に
なりがちですが、そんな時には、杖の先に取り付けるアイスケン・アタッチ
メント（ピン型滑り止め）が便利です。

※使用上の注意
•先端が鋭利なので、自分自身や他の人を誤ってついてしまうと、けがをする場合があります。
•屋内の固い床で使うと、逆にすべることがありますので、取り扱いには十分ご注意ください。

滑り止めの購入・その他の福祉用具のお問い合わせ
◇ケアプランセンタ－きづくり　電話42－4660　◇ケアプランセンタ－もりた　　電話49－7005
◇ケアプランセンターいながき　電話46－2902　◇ケアプランセンターしゃりき　電話56－3000

広報つがる 2014.12月号25

非使用時 使用時
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対 　　象　平成27年 2 月に1、2、3歳の誕生日を迎える市内在住の子

掲 載内容　子どもの写真、氏名（ふりがな）、生年月日、住所（地区のみ）

応募方法　 ①子どもの写真 1枚（プリントまたはデータ）に、②子どもの氏名（ふりがな）、生
年月日、性別、住所、保護者氏名、電話番号を記入したものを添えて12月26日ま
でに郵送、持参、メールでご応募ください。

　　　　　※応募者多数の場合は、抽選となります。

【応募・問い合わせ先】〒038‒3192 つがる市役所 秘書広報課 電話42－2111（内線557） メール koho@city.tsugaru.aomori.jp

2月生まれ
写真募集中
お子さんの写真を
掲載してみませんか。

市の人口と世帯数（平成26年11月30日現在）・人口 35，046人（男 16，553人・女 18，493人）・世帯数 13，561世帯
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

鳴
なる

海
み

朔
さ

玖
く
くん

Ｈ23.12.12生（富萢町）

今
こん

　 琥
こ

珀
はく

ちゃん
Ｈ25.12.11生（木造川除）

松
まつ

橋
はし

優
ゆ

麻
ま
ちゃん

Ｈ23.12.16生（柏広須）

三
みつ

橋
はし

凛
りん

子
こ
ちゃん

Ｈ23.12.24生（木造筒木坂）
高
たか

橋
はし

優
ゆう

希
き
くん

Ｈ23.12.7生（木造浦船）

松
まつ

橋
はし

姫
ひな

音
り
ちゃん

Ｈ23.12.4生（富萢町）

境
さかい

　 颯
そう

士
し
くん

Ｈ25.12.28生（木造赤根）

半
はん

田
だ

陽
ひ

真
さな

ちゃん
Ｈ24.12.11生（柏玉水）

市
いち

田
た

陽
ひゅう

雅
が
くん

Ｈ25.12.30生（森田町森田）

須
す

藤
とう

コ
こ

コ
こ
ちゃん

Ｈ25.11.23生（木造土滝）

長
おさ

内
ない

優
ゆ

紀
き

那
な
ちゃん

Ｈ24.12.6生（下車力町）

竹
たけ

浪
なみ

祥
しょう

一
いち

朗
ろう
くん

Ｈ24.12.11生（富萢町）

高
たか

谷
や

幸
こう

希
き
くん

Ｈ25.12.10生（富萢町）

吉
よし

村
むら

　 魁
かい
くん

Ｈ24.12.4生（柏上古川）

長
は

谷
せ

川
がわ

侑
ゆ

希
き
ちゃん

Ｈ23.12.20生（森田町森田）

小
お

山
さ

内
ない

椛
か

南
な
ちゃん

Ｈ24.12.4生（木造浮巣）

伊
い

藤
とう

陸
り

琥
く
くん

Ｈ25.12.30生（木造出野里）
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斉
さい

藤
とう

珠
じゅ

里
り

愛
あ
ちゃん

Ｈ24.12.21生（木造川除）

11月号掲載内容に誤りがありました。
訂正してお詫びいたします。
（誤）丸山彩也香ちゃん
（正）丸岡彩也香ちゃん


